


　若山滋は、建築家であり、文筆家であり、研究
家でもある。若山の思考領域は、建築・都市・文化・
風土・文学・歴史など多岐にわたるが、よく読み
込めばその全体が織りなす精妙な論理宇宙が、そ
して人間とは何かという問いかけが、姿を現す。
曰く、―建築は、様式に従ってでもなく、機能に
従ってでもなく、物語とともにつくられるのだ、
という考えが蓄積された。そこに隠された物語に
よってこそ「建物」は「建築」となるのだ。モダ
ニズムもまた、ひとつの物語であったのではない
か―
 
　若山は、名古屋工業大学において長いあいだ学
生たちの教育と指導にたずさわってきた。本展で
は、若山の手がけた建築作品からその思考の全体
像を紹介するとともに、現在建築界で活躍する弟
子たちの作品を展示する。若山が設計した美術館
全体に、模型、図面、文章、映像などを視覚的に
展開することで、一人の人間の思考が時代を超え
て受け継がれていく「物語」を表現する。

主な建築作品
不二の一文字堂　高萩市立図書館　ミャンマー中央農
業開発センター　筑波科学万博政府出展歴史館　碧南
市哲学たいけん村無我苑　老人保健施設サンバレーか
かみ野　名古屋工業大学正門　東邦ガス知多緑浜工場
管理棟　西尾市岩瀬文庫展示棟

主な著書
『建築へ向かう旅』冬樹社　『組み立てる文化の国』文
藝春秋　『ローマと長安』講談社　『「家」と「やど」』
朝日新聞社　『漱石まちをゆく』彰国社　『風土から文
学への空間』新建築社　『建築家と小説家』彰国社　『寡
黙なる饒舌』現代書館

名古屋工業大学若山滋研究室（1983―2010）
建築意匠計画研究室として、建築様式の分布の研究、文
学の中の空間の研究、都市プロジェクト、建築設計等に
取り組む。学びと試行の場として多くの建築家を輩出。

若山 滋　わかやましげる
1947 年台湾生まれ。1969 年東京工業大学建築学科卒業。
1974 年同大学院博士課程修了。工学博士。（株） 久米設
計を経て、名古屋工業大学教授。中京大学客員教授、放
送大学客員教授。米国カルフォニア大学バークレー校、
コロンビア大学客員研究員。現在中京大学客員教授、名
古屋工業大学名誉教授。

物語としての建築 The Tale of Architecture若山滋と弟子たち展

関連イベント

9/19Sat. 16:00－18:00

ゲスト プロフィール
1956年茨城県生まれ。妹島和世建築設計事務所主宰、SANAA共同主
宰。日本女子大学大学院修了後、伊東豊雄建築設計事務所勤務を経
て、1987年妹島和世建築設計事務所を設立。
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トークセッションA
9/20Sun. 16:00－18:00

ゲスト プロフィール

#2トークセッションB

若山 滋 × 妹島和世(建築家)

10/16Fri. 16:00－18:00

ゲスト プロフィール
1976年東京生まれ。2008年東京工業大学大学院博士課程単位取得退
学。2005年藤村龍至建築設計事務所（現RFA）主宰。2010年東洋大
学専任講師。2016年東京藝術大学准教授。

トークセッションC

若山 滋 × 藤村龍至(建築家)

#4
10/17Sat. 16:00－18:00

決まり次第､美術館WEBサイトにてご案内いたします。

トークセッションD

若山 滋 × 未 定

加茂紀和子×北川啓介×夏目欣昇

場所｜2階オープン展示室　　定員｜20名
申込｜美術館までお電話ください（052-401-3881）　※すべて観覧料が必要です。

新型コロナウイルス感染拡大防止等のため、
予告なく中止・変更となる場合があります。

加茂紀和子：1962年福岡県生まれ。みかんぐみ共同主宰。名古屋工
業大学教授。北川啓介：1974年愛知県生まれ。名古屋工業大学教
授。夏目欣昇：1970年愛知県生まれ。名古屋工業大学准教授。

時代は常に｢新しい物語｣を求めている。

○電車でお越しの場合
・ JR 東海道本線「清洲駅」下車、徒歩約 20 分
   または「きよすあしがるバス」をご利用ください
・ JR 東海道本線「稲沢駅」下車、タクシーで約 10 分
・ 名鉄本線「新清洲駅」下車、タクシーで約 10 分
○車でお越しの場合　※無料駐車場をご利用ください（104 台）
・ 名二環、清洲東 ICより約 5 分　
・ 名神高速道路、一宮 ICより約 20 分
・ 名古屋高速道路、一宮からは春日出口より約 5 分、
　名古屋からは清須出口より約 5 分

〒452-0961 愛知県清須市春日夢の森 1 番地  TEL 052- 401-3881
http ://www.museum-kiyosu.jp

四番割 清須市立
春日小学校


